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大学院に入った1971年のいつごろだったか、セ ミナー当番の準備のため凶書室でPNASをめく っていたら、

ショウジョウパエの|時計突然変異の論文がHにとま った。その内容は古典迫伝学の見本のような論文で、

のn寺計突然変異体が分離され、 X染色体のperと名手jけられた部位にマップされたという 内容であった。概 11

時計の周期が遺伝するら しいということはすでに報令されていたが、 3つの顕著な変異が 1つの造伝子に起閃

することは我々にとって大きな驚きで、セミナーでも皆注目してくれたことを覚えている。今思えば、 当11;¥、

概日|時計のメカニズム解明をめざした幾多の研究のrl'で、 11(1;--これが分子レベルの制究への出発点 となったの

3つ

である。

この発見からすでに40年近くたって、概HII~\'計の研究も随分遠くまできたものだと思う 。 今の状況は、 「ひた

すら摺ぎ続けすでに出発した港は見えなくなったが、さりとて日的の港の方 |白lも定かではない」という、なに

か夏の終りに訪れる季節が停ま ったような感じと良 く似ている気がする。もう 今度、私にと っての出発点を仰;

認しておこう 。1970年頃といえば、概1::11時計が生物学の重要な課題であることを倒立した1960年のシンポジウ

ムか ら10年、そこで活脱した若手の気鋭たちが、独立し概|二111寺計のメカニズムについて模索を始めた頃である。

様々な試みがな され、概1-111寺計の機能についての生Jll1学的スケ ッチは確立したが、分子レベルの実体について

は、概日振動が創IIJJ包内で発生すること以外、|りH'Mな証拠は得られず、具体的な11寺計分子を同定することは枠11

見当も つかない状態で、入力tl:・振動体.，Llj JJ系といった図式 (し、わゆるエスキノグラム)を描くこ とが村1 ・

杯だった。そうした1-1'で、当時、研究者が概卜111奇計について共有していたイメージは、 1 )概 |二!時計の振動発

生機柿は進化の庶史において単一起源である、 2)概1-11時計機構は真核生物にのみ存在する、 3)光はJilli位よ

り強し、概日H寺言|の岡部l因子である、 4)動物の末ti'i組織では概日振動は発生しない、 5 )細胞分裂サイ クルの

周!WJが2411守間以下だと概H振動は発生 しない、 6 ) 振動発生機構は独立性の ~~:j し 、機梢で H-'， 力を一方的に支配す

る、 7 )蛋白質合成が振動発生に重要である。といったふうにまとめられるかもしれなし、。いま振 り返ってみ

れば、これらのすべてがすでに大きく 修正されてしま ったわけで、先ほどの随分遠くまで来た、という感じに

とらわれるのももっとだと 思う。

最初に述べたようにper変異体に端を発する分子迫伝学的解析が道を有川、てきたが、この方法が、他の多く

の生命現象を解明して きた ことを思えば、現在、多くのモデル生物で民間 されている様々な|時計遺伝子に|刻す

る多様な成果も当然かもしれなし、。 しか し 、 その l点 よ~が遺伝~!-:としての街命を背負 っていることも忘れてはな

らなし、。今後の概|二11時計{り|究の課題はこ の制約を超えて、概日 11寺計の実態をより 日し、分解能で型ll!砕する こと で

あろう 。若い人たちがそのため新たな成果を砧みトーげていることは大変頼もしく思っている。ちょうとperの

発見されたころ、 日七~Ìì を立に ~ljlWíoするとは生命をつく る こ とである 」 という、過激なプロパガンダをきいた党

えがある。し、かにも逆説的だが、自動車の設計fr-がn動半を型[!解しているように、生物学者は生命を土IjlWioする

ことが必要だと すれば、それぐらいの党4出が必要かもしれなし、 とすれば現在の我々の耳目解しているレベルは

まだほんの入り円に過ぎないと 青えるだろう 。概 IIII.J計はそれぞれの生物でとのような幸運な偶然により 地球

の(1転に適応する性質を獲得したのか、またそのj主!jiJ_リI)nwは多くの生命機能の111からどのような必然で選択さ

れてきたのか、を説|りlしなければ、ならなし、。

ところで、時間生物学の{り|究者は生命科 学の1]'では大変小さなグループであるが、{リ|究対象の生物種や!リi-!tJ'4 

する分野を超えて、生命が示す概日|時計の見事さに惹かれて 絡に活動してきた。心型jI学 ・生理学から分(-l!二

物学に至るまでアプロ ーチの多様性を超え、進化の過程で選択されてきた生命機能の共通性に恭づいて議"命で

きる ことは大 きな再びである。こうした伝統もやはり 1960年のシンポジウム 以米かと 思われるが、こ うした認
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識がなかったら、我々がこれまで明らかしてきた成果の、社会や学会に対するインパク トはす、っと小さなもの

だったろうと思う 。H寺計遺伝子が単一起源で、ないことなどから今後の時間生物学研究は別々の道を辿るのでは

ないか、あるいは時計の分子機構の目処はすでに解明されたのではないかなどとも言われる。しかし、それは

いささか早計ではなかろうか。1960年に多くの先達が情熱的にまとめた概日時計の見事な性質をもう一度思い

起こすことが肝要であろう 。まさに、これから極を超えた概日H占計の共通原理IlがW(明されなければならないの

だから。
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